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1 忘れ去られた知識人・新居格
新居格(にい・いたる)。現在の日本において、この名前を聞いて彼がどのよ
うな人物であったかを説明することのできる人は多くないだろう。それは彼が
かつて戦前・戦後の日本において知らぬ者がし、ないような著名人であったのに、
現在では忘れられているということによるだけでなく、新居自身の活動が多岐
にわたり、彼の活動に対し一言以ってこれを蔽うような肩書きが見あたらない
ことにも由来するであろう。新聞記者、作家、評論家、翻訳家、思想家、政治
家、随筆家、生活協同組合運動家、アナキスト、ジャーナリスト、モダン文学
者といった肩書きの何れにも当てはまりながら、その何れか一つの肩書きのみ
では新居を言い表すことはできないのである。
新居は 1888年に板野郡撫養町(現・鳴門市撫養町)で生まれ、板野郡大津村
大幸(現・鳴門市大津町大幸)の祖父母の元で育った。キリスト教社会活動家
・作家として知られる賀川豊彦は同年生まれの従弟に当たる。徳島中学(現城
南高校)、鹿児島の第七高等学校、東京帝大法学部を経て新聞記者となり、アナ
キズム関係の評論などで知られるようになる。フリーランスになった後はモダ
ニズム運動にも接近し、映画評論、創作、翻訳等多方面において活躍し、戦後
は初の公選杉並区長となる。体調を壊し辞任後、 1951年に死去している。
このような多方面に渉る活動をした新居に対し、その業績を全面的に再検討
することは容易ではないが、彼が二度にわたり中国を旅行し、中国に対し長い
間関心を寄せていたという事実は注目に値するように思われる。事実、現在新
居の名が冠せられた書物は新刊書としてはほとんど手に入らないが、唯一現在
も入手できるのが、新潮文庫版のパール・パック著、新居格訳『大地.n(中国を
描いた小説として著名)なのである・1。また、彼が二度目の訪中の際、魯迅の知
己を得、有名な「声なき処において驚雷を聴く j という句を含む七絶を送られ
ていることも、魯迅研究者には知られているだろう。本稿では、このような新
居格と中国の関係を主にその二度の中国旅行を中心に紹介し、新居が知何にし
て国境を越えて中国人と交流し、そしてその交流に限界があったとすれば那辺
にあったのかを検討してみたい。
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2 新居格と中国
2-1 二度の中国旅行
まず、ここでは新居の二度の中国旅行について確認しておきたい。
2・1・1 一度目の訪中(1929年)
新居が初めて中国を旅行したのは 1929年のことである。彼自身中心的な同人
で、あったモダニズ、ム系雑誌『近代生活』同人との五十日間の旅行だ、った。
この旅行の目的については不透明な部分が大きい。林俊によれば、「中国の農
民あるいは労働者の現状を視察し、当地のアナキストとの連帯の可能性を探る
ことがその目的であった勺ということだが、根拠がはっきりしない。一方、『近
代生活』誌を捲ると、その編集後記にあたる fFINALEJ欄に以下のような記述
を見出すことができる。
新居格が支那へ行く。
「満鉄の提灯を持つために金千円也を支給されたんだ。」
と冷言したら、
「し、や、支那のことは、絶対に書かんよ。絶対に……。J
と例によって明るい苦笑、彼によると明るい苦笑であるが、客観的にはさ
う明るくもない苦笑を洩らしてゐた九[後略]
果たして、新居が本当に満鉄から金銭を得ていたかどうかは不明だが、南満洲
鉄道を離れ、中国側の鉄道に乗る際に満鉄の関係者の斡旋で一等のパスを得て
いることはその記述から確認できる.1ひとまずこの旅行の目的の詮索は欄き、
以下では新居の記述に基づき、その行程を追跡してみたい。
香港丸に神戸から乗船し、大連に到着したのは八月中旬あたりと思われる・50
大連滞在中、旅順までドライヴをし、旅順のヤマト・ホテルで昼食をとったこ
ともあった。旅順では白玉山に登り、大連の星ヶ浦(現・星海公園)のヤマト
ホテルではアイスティーを飲む。親戚のH医学博士、満洲日報社のAと大連の
ボンベイという踊り場を見たという九その後、奉天(現・漕陽)へ向かう。こ
こでは、加藤武雄と共に伯彦蒼という内蒙古人に案内してもらう・7。奉天からは
南東へ向かい、五龍背温泉で加藤武雄と別れ、堀口九万一、戸川秋骨と安東(現
・丹東)へ行く。安東滞在時には、国境の鴨緑江を越え、新義州へ散歩に行く
こともあったという。その後奉天に引き返し、そこから六時間弱列車に乗って
四平街(現・四平)到着。駅前の旅館に宿泊する。この四平街から中国の鉄道
に乗り換えることになるので、満鉄の八木沼という人物の斡旋で四平街駅長越
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鎮から一等パスをもらい、翌朝桃南(現・挑安)へ向かい、途中鄭家屯で軍隊の
輸送のため四時間待たされた末午後八時半に桃南に到着する。挑南は物騒で、
必死の思いで満鉄公所にたどり着く。チチハルへ向かう予定を取りやめ、四平
街へ引き返すことにするが、駅に向かう馬車が嫌疑を受け、中国兵士に包囲さ
れるが間一髪で危機を逃れる、などかなり危ない目にあったようであるて
八月末頃、ハルピンに到着して観光した後¥新居は大連で山田一夫と落ち合
い、共に大阪商船の河南丸に乗り込み、天津・北京へと向かっている・100 北京
では、街を歩き回り後海のほとりなどを散策し、辻聴花らと共に前門外の正陽
楼で鰐羊肉を食し、五芳斎、全衆徳などでも食事をしている。百順胡同漏湘館
で、歌妓小之花に会い、さらには京劇鑑賞にも出かけ、名旦として知られる荷慧
生と楽屋で握手し、都寿臣とも会食しているが、そこには京劇通として知られ
る(これより八年前に芥川龍之介が訪中時に京劇鑑賞した際にも案内役を務め
た)辻聴花らの協力があった。崇文門街を歩き、ダンスホール「インターナショ
ナ/レjにも行ったというべ
天津から頭等列車に乗って上海に向かい、上海には一週間滞在する。やはり
山田一夫が同行し、豊陽館を宿として三階の洋間に宿泊した・120 滞在中、上海
毎日新聞社で、丸山晩霞と共に「文芸と絵画のタJと題する講演をしているが、
より興味深いのは、立達学園で同校と国立労動大学の学生に対して講演をして
いることである明。新居はいくつかの文章でこの講演について書き留めている
が、ここでは「上海交会線Jと題する文章から引用することにする。
日がとっぷり暮れてからわたし達は自動車を駿らせた。空は暗くて星はな
かった。江湾一帯の夜の風景は物しづかな郊外として車の窓に映った。
講題は rBlackIntemationalj 
講演の後でWeiWheilin君が私に云ふ、
「ムシュウB、あなたはフランス語をお話しになりますか。J
「し、、え、少しも。J
「では、程氏を通じてお話し〉たいと思ひます。j (これは支那語である。衛
恵林君は日本語は話せなし、)
「ただいまのお話にありましたネストノレ・マフノ氏とはわたくし巴里で始終
往復していました。マフノ氏もブラック・インタナショナルに就いてはしば
しば熱説されてゐましたよ。J
わたし自身は新聞雑誌を通じてマフノを知って居るだけだったので、聴衆
の中にマフノをそんなにも親しく知ってゐる人がゐたのを発見していささか
面食らったので、あった・140
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国立労働大学は、国立ではあるもののアナキストでありかっ国民党員の李石曾
や、やはりアナキストの沈仲九が設立準備に加わり、日本のアナキスト山鹿泰
治、石川三四郎等も教壇に立ったことがあった。また立達学園もアナキストの
匡互生が設立した学校であり、無政府主義的傾向が強かった。新居は、他の文
章では「日本では中止なしには済まない講演を、思ふま〉に思想的立場を鮮明
にしえて閥達な気持になって引上げた哨」と記しており、講演に満足したこと
が窺える。立達学園へは車で内山完造と共に向かい、通訳は理学士・程祥栄が
行ったというぺ新居の上海でのアナキストとの交流は、この講演に留まらな
い。さらに新居の文章を引用する。
私の宿に数名のアナーキストが訪れて来た。彼等は共同租界には居ないで、
或はフランス租界や城内に住んでゐるのだと云った。『何しろ上海に居ると
食へるからねえ』と、彼等の一人が云った。東京で一、二度逢ったことがあ
るやうに思ふ彼等である。朝鮮の独立運動を企ててゐる連中、彼等は今とな
ってはボ、ルシェヴィキと合体した運動形態になっても居ゃうが、彼等の策源
地は上海であり、特に域内であるとのことであった。佐野学は上海で捕へら
れた。日本人の住む地域には日本のスパイが多く派遣されて、彼は鵜の目鷹
の目で獲物を覗らっているのだとも教へられた。無政府主義者の老闘士岩佐
作太郎は相当長く上海にゐて立達学園だ、ったか、労働大学に身を寄せてゐた。
石川三四郎も労働大学に講演に行ってゐたことがある。わたしの宿に訪ねて
くれた衛恵林、呉克剛の二君はアナ系の人々だ、ったが、彼等はどうも手も足
も出なし、から消費組合運動をするより外はないと云ってゐたぺ
少し不明瞭ではあるが、最後の一文が中国人アナキストについて述べているの
を除けば、その前は上海在住の日本人アナキストについて述べているのであろ
う。新居は早くからアナキズム系の雑誌などに論文を寄稿し、この時期は表面
的にはアナキズムとモダニズムに二股をかけているような状況であったが、そ
れが彼の中では共存しており、上海の近代生活を享受するだけでなく、日中の
アナキストたちと交流し、自らの思想、を講演で明らかにするととも忘れていな
かったのであるて
上海でのその他の活動として無視できないのは、当地の文学者との交流であ
ろう。新居が上海の文学者たちと知り合ったのは、ご多分に漏れず内山書盾で
あり(日本の文化人が上海の文学者と知り合うために内山書庖を訪れるのは当時
定番コースとなっていた)、彼は同書府に二、三回訪れ、張資平、程祥栄、郁達
夫らとそこで知り合った。郁達夫と出会ったのは 9月 21日で、あったことが、そ
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の日記の記述から確認できる・190 新居らは、郁に上海案内をしてもらい、半地
園、静安寺路の外人墓地、ジョッフル街、極司非而公園、南京路のカフェ
ー・フデ‘ラルなどに遊び、郁がこの後安慶へ行って安徽大学で『源氏物語』を
講じる予定であることなどを聞く.へとの五日後の9月26日は北四川路「新雅J
にて安徽に行く郁達夫の送別会兼新居等の歓迎会が催され、張資平、田漢、侍
彦長、鄭伯奇、鄭祥栄、陶品孫、大毎の波多江種ーと田中幸利、竹屋治三郎、
秋元次郎、三菱公司の竹内良男と平野勉、日清汽船の松尾免洋、菅原英次郎ら
が列席した勺l。張資平、回漢、鄭伯奇、陶品孫らはみな日本留学経験があるか、
あるいは日本で、育った著名な文学者である。
アナキスト、文学者らだけでなく、当然ながら上海在住日本人との交流の機
会も多かった。また、日本においても都市のモダンな風俗を文章に汲み取るこ
とに長けていた新居が魔都上海の風俗に目を向けぬ訳が無く、種々のダンスホ
ールやドッグ・レース、歓楽施設の「大世界J、売春婦などについても数多く言
及していることは言うまでもない。帰国の前日も、マゼスチックホテル(大華飯
倍、現在の南京西路・梅龍鎮伊勢丹付近)のサタデーダンスに出かけており、そ
の翌日長崎丸で帰国の路についたのだ、った(中国映画の日本配給を目的に渡中し
ていた川喜多長政と同船勺)。
この訪中の結果、新居は中国についての論述を本格的に始めることとなった。
また、中国関係書籍の翻訳を始めるきっかけを得たのも、この中国旅行である。
これについては新居自身に語ってもらうことにする。
わたしは昨年夏から秋にかけて支那を旅した。その際上海南京路のケリー
書庖で求めた「征服者Jは旅中の訳者に非常な感興を与へた。そのとき賀龍
共産軍並に張発杢等の共産軍は漸く動き始めてゐたときであった。蒋介石の
排斥、在兆銘推戴の機運が濃厚に流れてゐたときだった。だから、旅中で偶
々買い求めた「征服者Jのー篇は南支の時局と照応して一層の興味をわたく
しに与へたものであった。
帰来この小説の訳出に志したのである切。
これは、アンドレ・マルローの『征服者 Les ConquerantsJJを改題して新居が
翻訳出版した『熱風』に付された「訳者序Jの一節である。新居は南京路のバ
ンドから入ってすぐのところにあった別発書庖(ケリー&ウォルシュ社)でマル
ローの『征服者』を買い求め、中国の生活を直視し得た小説として感銘を受け
たのだった明。そして新居は、これ以降パール・パックや林語堂の中国に関す
る著作の翻訳を手がけることになるのである。
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2・1・2 二度目の訪中(1934)
一度目の訪中後、旅行記などを多く書き記し、座談会などでも中国にしばし
ば言及した新居は、 1934年に再度訪中することになる。この五年足らずの聞に、
中国の情勢や日中関係は大きく変化していた。 1931年の満洲事変、 1932年の第
一次上海事変と「満洲国」建国を経て、人々の目が中国、特に「満洲Jに向い
ていた時期であった。今回の訪中について、「最も主要な目的はパアル・パック
女史を訪問することにあった竹と新居自身が記しているが、人々の目が「満
洲j に向かう中で、新居が華南地方を旅行先に選んだことは注目に値する。そ
の理由について、新居は以下のように記している。
[前略]わたしが南支の旅を選んだのはわたしだけには理由があったのだ。
一つは、南支に対する日本人の知識と動向とを明かにしなければならぬこ
と。
二、蒋介石政権に対する広東派の動きがもっとよく注目されてい、こと。
三、その両者の聞に介在する政治的勢力であるところの赤色区域の問題。
四、南支における外国勢力の現状と将来。
少くとも、此等の問題は何れも重要なものばかりである。尚、上海事変後
二ヶ年に亘る日貨排斥の推移がどうなって居り、またどうならうとしてゐる
かの情勢も知らねばならぬ問題である。
このような目的を持って新居は5月 20日、神戸から長崎丸に乗り込んだ。長崎
からはユダヤ系ロシア人で晩年を日本で過ごしたピアニスト、レオニード・ク
ロイツアーが乗り込んできたという。 22日、午後4時過ぎに上海・郵船橋頭に
到着し、多数の友人知人が出迎えを受け豊陽館ホテルへ向かった新居だが、上
海に到着するやいなや、「ひどく佑しい気持になってしまった切Jという。第一
次上海事変がもたらした都市の空気の変化を、新居は敏感に感じ取っていたの
ではなかろうか。
その日のうちに内山完造の好意で内山書庖に移ることになった新居は、翌 23
:tニドローム
日、友人に会い、フランス租界へドライブに行き、前回も遊んだ逸 園にも
出向いたりしているが、この日初めて魯迅と出会っていることも特筆されるべ
きであろう。 24日も新聞記者や総領事を訪ねたり、ハイアライを見に行くなど
する。 25 日も新聞記者などに会い、松本重治らと食事をし、また自然科学研究
所を訪ね、また徳島県人会にも出席しているが、その一方で内山書庖において
鄭伯奇や穆木天などの文学者にも会っている。同日深夜の列車で南京に向かっ
たが、翌26日南京に着いてからパール・パックは南京に不在であることを知る。
南京では中山陵に訪れ、ニューヨーク・タイムズ特派員を訪問するなどし、 28
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日上海に戻る。同日夜魯迅と語らい、 30日夜には、 魯迅、茅盾、沈端先(夏桁)、
田漢、鄭伯奇、陶晶孫、穆木天、内山らと石路(福建中路)知味観で食事をして
いる・270 31 日は大学の同窓でもある公使館の河相達夫書記官の招宴で、新聞記
者等と食事をするが強硬論を唱える現実主義者が多いことに違和感を感じたと
いう。 6月1日には同郷の前田丞と、第一次上海事変の戦跡である廟行鎮へド
ライブし、その帰りに江湾の労働大学 立達学園(前回の訪中時に講演をした学
校)の跡を、さらに市政府の建物を見る。午後はフランス租界へ出かけ、夜は再
び前回と八仙橋の慈芳院の芸者家を見学に行き、黄包車で南京路のチョコレー
トショップへと向かう。翌2日は上海毎日新聞社、日本人倶楽部等を訪問後、
エドワード路の四川料理陶楽春で会食する。中国側から外論編訳社、新声通訊
社記者の遠学易、大晩報社の崖万秋、新聞報記者の陸話君等、明星影片公司の
スター女優高情韻が列席している・280 その後日本人仲間とダンスホール「大華
眺舞庁」へと出向いている。翌 3日は前田と域内見物に出かけ、城陸廟を見て
いる。
翌4日午後 1時、白山丸に乗り込み、 8日朝 7時香港に到着。平岡貞の出迎
えを受け、島を一周しピクトリア・ピークを観光している。夜は千歳ホテルに
宿泊する。翌9日金山号で広州へ、日清汽船広東支J古の社宅に滞在、川越総領
事などを訪問する。翌 10日越秀山に登り、夜は川越総領事の招宴。 1 日は中
山大学に何思敬教授(1896・1968、日本に長く留学し、この頃既に共産党加入。
人民共和国建国後も大学教授や政府要職を歴任)を訪問するも不在で他の人に会
う。夜は日本人倶楽部で講演。 12日の午後香港に戻り、 13日、国民党右派の首
領で蒋介石と対立していた胡漢民と会談する。 14日夕船に乗り上海へ、 18日に
到着し、ダンスホールなどを訪れた後、 20日帰国の途に就く明。
今回の旅行で特筆すべきは、魯迅や胡漢民といった中国を代表する作家や政
治家と出会ったことであろう。新居自身、彼らについては旅行記等とは別に文
章を書き残しているが、魯迅からは娘のために版画集『引玉集』を贈られ、ま
た七絶を贈られ掛け軸に揮竃してもらっている明。
2-2 小説「上海へj
また、この 1934年の旅行に基づき、新居が小説「上海へ」を執筆しているこ
とも興味深い。上海を旅する主人公の名前は大津幸吉であるが、これは中篇小
説「ニゲ、ラJ.31 と共通し、新居の育った故郷である大津村大幸に由来すると思
われる。この小説で、主人公大津幸吉は夫のいる女性伊地知街子と「抜差しな
らぬ状態Jになり、上海への逃避行を企てる。先に黙って一人で上海に赴いた
街子から幸吉の下に住所のない手紙が届き、幸吉は上海へ出発する。上海の風
景やエピソードが散りばめられた小説のプロットは末尾に近いところでようや
?
?
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く大きく展開する。幸吉はエドワード路の四川料理陶楽春での会食に出席、中
国紙の記者や女優たちと同席する。その翌朝の情景の描写を以下に引用してみ
よう。
朝早く幸吉の部屋に訪づれた萩原は皮肉な頬笑みを浮べて、黙って幸吉に
一枚の支那新聞を渡した。幸吉はそれを手にして何の気なしに目を遺ると、
驚いたことには街子の写真が麗々しく掲載されているばかりでなく、すぐそ
の下に大津幸吉氏の愛人伊地知街子夫人と説明しであるではないか。長々と
恋愛暴露の記事を書いた揚句、大津幸吉氏の来漏は街子夫人を追し1かけて来
たのだ、と報じ、街子のことを「妃是薄命的美麗的感傷詩人Jと描写してあ
った。
幸吉も黙って支那新聞に目を落してゐたが、支那紙の記者がどうして街子
の写真を手に入れたのか、そして何のためにこんな暴露をしたのか全く附に
落ちなかった。しかもその新聞記者は昨夜の会合に出席してゐただけにあく
どいにも程があると幸吉は憤慨しない訳には往かなかった旬。
この直後、街子が部屋に入ってきて、幸吉が事態の真相を知るところで、小説は
幕を閉じる。この小説は、事実と思われるエピソードも多く盛り込まれており、
また新居自身の他の記述と共通する箇所も少なくない。それでは、「街子」の存
在や中国紙の記事については架空だろうか。
私は6月2日の会食に大晩報社の雀万秋が列席しているところに注目し、上
海図書館において『大晩報』のマイクロフィルムを調査した結果、 6月4日の
同紙副刊(文芸欄)r火矩』に、当該の記事を発見した。標題は「新居格ータ話J、
署名は察晃である。内容から日本文学通であることが看取でき、また会食に列
席しているところから見て、『火矩』の編集をしていた雀万秋(1904-、『三四郎』
等の中国語訳で知られ、国民党特務との繋がりもあり、後に台湾政府の駐日大
使館の参事官を務めた)の筆名であることは間違いなかろう(日本の読音では、
「握」と「察」はともに「サイJであり、「秋Jと「晃Jはどちらも「アキJと
読める)。添えられた写真には「新居格氏之愛人 大井幸子Jと説明が加えられ
ている。この文章はまず新居の日本文壇における位置を説明し、会食の際の新
居との会話などを紹介した後、唐突に「後になって日本の文壇の状況に話が及
び、筆者は東京にいたときに付き合った多くの友人を思い出した」として、武
者小路、松岡譲に始まり多くの文化人の名前を列挙し、「なかんずく、新居格氏
の愛人大井幸子女史である。一度時間のない中で、会っただけではあるが、彼女
が新居格の愛人であり、また頭山満の親戚でもあり、さらには彼女は薄命で美
しく感傷的な詩人であるため[原文:r又加地是薄命的美麗的感傷的詩人J]、当
( 8 ) - 41ー
時文芸雑誌に載せようと用意していた写真を私の葉の中に取ってあったのであ
る。今ここに添えて掲載するが、遠路はるばるお越しの新居格氏自身も驚かれ
るであろうことをお許し頂きたしリとしている。大井幸子については不明では
あるが、彼女が小説中の伊地知街子のモデルとなっていることは疑いない。
実際の新居と大井の関係の詮索は措くにしても、主人公の恋愛やその他のス
キャンダルなどを描くことにより、この小説は上海のロマンチックかつスキャ
ンダラスな一面を強調している。
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2・3 その他の中国との関わり
以下では、上述の二度の旅行以外の新居と中国との関わりを、特に虚溝橋事
変以前を中心に簡単に紹介したい。
2・3・1 極東反戦大会(1933.9.30)と宋慶齢
新居は、「蓮の実」と題する文章の中で 1933年に上海で聞かれた極東反戦大
会に言及している。それによると、ことの次第は以下の通りである。ある日警
察が新居の家に家宅捜索に来た。新居が上海で聞かれる反戦会議の日本の通信
拠点になっているという嫌疑であったが疑いは晴れた。ところがしばらくして
上海在住の知り合いの青年Eから「蓮の実の砂糖漬けを送るJという手紙が届
き、警察もすぐに検分に来た。検分の結果、蓮の実の砂糖漬けの缶から手紙が
見つかり、警察に押収されてしまったという。
宋慶齢が「わたしは彼が trustwo巾 y であることを知ってゐるj と云ったさ
うだが、未知未見の彼女がわたしを知る訳がない。またわたしのやうな無名
の三文文士が未知未見の状態で彼女に判かる訳はないと思った。彼女はいい
加減のことをヂャーナリストである Eに云ったのだらうし、 Eもただ職業柄
彼女にも接近したのであらうし、またヂャーナリストとして、日本代表とし
て誰が来るかと知りたかったにちがひない。ただEはわたし以外に適当な人
を知りませんので先生にお頼りするより外はないのでお訊きしたのですとも
書いであった。
トーマス・マンも上海会議に出席の予定だったが、ナチスに殴られて来ら
れなくなったとか、会議は上海では持てなくなったので、どこか東洋の他の
場所で開くか、それとも汽船をチャアタアして何国の領海にも属しない海上
で開らくか、なぞの説もあると報じであった。その点、 Eはきはめてヂャー
ナリストらしい筆で書いてあった。前にも云ったやうに、さうでなくとも仮
定的容疑者であるわたしはわたし宛の上海からの手紙が発見されたので(そ
の手紙も亦私の無関係を証明するものではあったが)又困った。わたし自身
のためでなく Eのために。折角上海で彼が築き上げてゐた記者的地位に差障
りはなし、かどうかとの心配が生じたからである旬。
新居の述べるとおり、宋慶齢が新居のことを深く知っていたとはあまり思え
ない。が、この文章の記述にはそれなりの信j慢性があるように思われる。船を
チャーターして会場で会議を開く、との案は実際にあったようで、出席はしな
かったものの大会主席団名誉主席に選出された魯迅も、 1934年 12月 10日付け
の粛軍、粛紅あての書簡で、「あのときの会議は、陸上で聞かれました。船の上
(10) ?『?
? ?
ではありません0 ・34Jと述べていることと符合する。また新居は、前述の小説
「上海へJでも「蓮の実」に描かれた手紙の検分のエピソードを挿入しており、
そこでは手紙と蓮の実を送った青年を「萩原」としている。この萩原は、主人
公・大津幸吉が上海に渡った後、上海の案内をするなど、小説中で重要な役割
を演じているが、新居自身の旅行記では漢弘治という人物が符合する。襖弘治
については、大井幸子と同様、今後の調査課題としたい。
2・3・2 中国文学研究会との関わり
中国文学研究会とは、東大支那哲文科在学中であった竹内好が、岡崎俊夫、
武田泰淳を誘って 1934年初めに設立した会であり、旧来の「漢学Jr支那学J
を批判し、外国文学研究の方法論を持って機関誌『中国文学月報~ (後に『中国
文学』に改題)を刊行、 1943年 1月に解散した。当時としては画期的であった
この研究会とは、新居格も少なからぬ関係を持っている。会の最初の公式行事
は周作人・徐祖正(耀辰)の歓迎会(1934.8.4.)であったが、竹内好は中国から帰
国したばかりの新居と連絡を取り、協力を新居に求めたが、新居は歓迎会に佐
藤春夫、島崎藤村、与謝野鉄幹、堀口大学、村松梢風らと共に列席したばかり
か、自ら司会も務めている。この経緯は当時の竹内好の日記に詳しい明。また
新居は『中国文学月報』創刊号(1935.3.5.)にも祝辞を寄稿しており、会の発足
初期から『中国文学月報』創刊までの時期にかけて、会に対して協力的であっ
たことが窺える明。さらには中国の女性作家・謝泳筆が早稲田大学文科に合格
直後、「満洲国皇帝Ji専儀の来日に備えた警察に拘留される事件が起きた際にも、
中国文学研究会が謝涼埜により組織されたとする新聞の誤りを指摘し、会を弁
護する文章を書いている叩。さらに、『中国文学』第 68号(1941.1.1.)の「アメリ
カと中国特輯Jに際して「アメリカ、中国、日本Jと題する座談会に参加して
し、る。
2・3・3 台湾旅行(1936)
また、新居は二度にわたり中国大陸を旅行したのみならず、日本の植民地統
治下にあった台湾にも足を運んでいる。「華麗島」という文章で新居自身が記し
ているところによると、 1月 13 日の正午に神戸を出航、 16日午後 1時頃、基
隆着。台北、扉東(21日)、高雄(20日)、台南などを回り、十日あまり滞在して
いる明。この台湾旅行中で特筆すべきこととしては、かつて台湾民族運動の指
導者でありこの当時は隠棲状態にあった林献堂を、台中に近い霧峰庄に訪問し
たことである。案内として同行したのは楊達、張深切ら当時の台湾を代表する
文学者だ、った。林献堂とは時事に触れず、専ら歴史や文学について語らったと
いう・390
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2・3・4 翻訳
最後に、新居が関わった中国に関する書物の翻訳についても触れておきたい。
『征服者』の翻訳については先に触れたが、その他林語堂『我国土・我国民』 ω砂
Country and My People)やパール・パック『大地.s(The Good Earth)の翻訳も手
がけている。林語堂(1895・1976)は牧師の息子として福建省に生まれ、教会立の
セノト・ジョンズ
小学、中学、上海の聖 約 翰大学を卒業、後にアメリカ(ハーバード)、フ
ランス、 ドイツに留学、その後魯迅等と交わり、また小品文という散文のスタ
イルを提唱するなど、文壇の寵児となった。『我国土・我国民』はパール・パッ
クの勧めにより、中国人の性格や文化、生活様式などを欧米人と対比させる形
で描いた英文著作である。新居は同書を翻訳した理由を「支那人とその文化を
批判した良書であるといふ以上に、それらについての精確な知得は今日の我々
日本人に取って極めて必要であると信じたからである.0Jと説明している。
一方『大地』の翻訳であるが、新居は早くから同書に感銘を受け、二度目の
訪中の主な目的も、パール・パックに会うためであった。新居は同書の翻訳権
を取得したところ、新居宅に出入りするようになっていた深沢正策が生活費の
ため翻訳の実作業を申し出、深沢の訳稿に新居が手を入れる形で共同作業が続
けられた。 1935年に刊行された翻訳の印税は折半するはずであったが、その後
映画化された『大地』のヒットに合わせて刊行された小説の普及版(1937.10.'" 
11.)もベストセラーとなる。深沢はその印税を独り占めしたばかりか、新居を
著作権侵害と詐欺横領で告発した。だが、深沢の側に非があるのは明らかで、
新居の主張が結局は通ることになったという明。新居はその後パール・パック
のその他の著作、『ありのままの貴女.sW龍子』なども翻訳している。
新居が『我国土・我国民』の翻訳について述べた、中国についての知識が「今
日の我々日本人に取って極めて必要であるJという翻訳理由は、これらの書籍
全てについてあてはまるのではないだろうか。
以上、新居と中国の関係を主に虚溝橋事変以前を中心に概観した。次節では、
日中戦争下の新居の評価をめぐって、「生活者論」からの肯定的評価に対して、
中国との関係など幾つかの視点を示すことにより、戦時下の新居格を多面的に
浮き彫りにしたいと思う。
3 日中戦争期の新居格とその評価をめぐって
3・1 r生活者論Jからの肯定的評価
言論統制が進む戦時下における新居格の文筆活動に対し、近年肯定的評価が
(12 ) ??? ?
寄せられている。それは、新居の言う「生活者」という言葉に注目し、彼が戦
時下においてもこの「生活者Jの立場を失うことはなかったという評価である。
小松隆二は、新居が「生活jr生活者j という言葉を重要な意味を持って取り上
げることになるのは昭和十年代からであるが、それ以前から新居は生活を思索
や執筆の基礎にすえ、戦中・戦後を通じてそれは変わることがなかったとする。
アナキズムに関わった新居が、反政治・反権力、自分自身を絶対視しない市井
人とならしめ、昭和十年代以降の時代の逆流の中、生活者の視点を持ち続け、
戦時下にも時流を批判し、戦後にも自らの一貫性を示すことができた、という
のである叩。また天野正子も新居が「生活者Jの手による文化性の必要を主張
することにより国策的な新生活運動への抵抗を試みた、として、基本的に小松
の主張を踏襲する切。小松も天野も共に、新居が戦時下の娯楽自粛の動きに異
論を投げかけたり、あるいは隣組制度を批判するなど、新居が時流に抵抗して
いたことを具体的に論証している。確かに、当時の新居の言論からは、積極的
に戦争反対を唱えるわけではないものの、随所に時流に阿らない批判精神を垣
間見ることが出来る。以下に一例を挙げてみよう。
寒し、から銭湯で暖まって来るとわたしがし、ふと、妻から「兵隊さんのこと
を考へなさしリとたしなめられた。ところで、わたしは今し方見た南支派遣
軍の部隊長のことを考へてゐた。今頃なら南支は一番季節のい〉ときだらう
と思ってゐた矢先だ、ったので、細君の教訓とちぐはぐになった。[中略]
先達ても街へゆくと、路上で学生達が肱き合ってゐた。「また狐が大分出て
来たやうだなJむろん婦人のする狐の襟巻をさして云ってゐるのだ。ある時
期から狐の襟巻も高価でないもの、いってみれば、三百円以下なら差し支ひ
なしとなったとかだが、そんな価格のほどは毛皮商でない限り見分けの点く
ものではないから、右のやうな学生の慨言があった訳であらう。
ところで、わたしは男のマントの襟に毛皮がついたのを見ると考へさせら
れる。女の狐の襟巻が不可いものなら、男の外套やマントの襟の毛皮も仮令
狐でなくとも引込めた方が公平でよさそうに思ふ明。
また、「戦争と文学者Jと題する文章では、戦時下において文学に制限が加えら
れ、表現が困難になることを率直に認めている。
戦争の場合には、その上に戦時的な制限が外部からなされる。拘束を本質的
に欲しない文学者にとって、制限は苦痛である。戦時は文学者を窮屈にさせ、
遠慮勝にさせる。このことは正直の表現を生命とする文学者にとって相当の
苦痛である。しかし、文学魂といはうか、さうしたものはあるより外はない
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ことを所期しなければならぬ明。
このように見てくると、新居が戦時下も批判精神を持ち続け、言論統制の中に
あっても自らの考えを曲げずに主張したことは疑いないように思われる。ただ、
新居の中国に対する認識や中国人との関係は、日本の中国侵略が深まる中にお
いても変わることはなかっただろうか。以下では、新居の戦争下における中国
との関わりを確認することにする。まずは郁達夫との関わりから見てみたい。
3・2 新居格と郁達夫
郁達夫(1896-1945)は、若くして日本に留学し、旧制第八高等学校、東大経済
学部を卒業している。留学中に執筆した「沈論Jは、中国の文壇に大きな反響
を呼び、以来中国の近代文学を代表する作家として活躍した。新居が最初の訪
中の際、郁達夫の案内で上海を散策したことは前述の通りだが、まずその後の
両者の関係をここで確認しておきたい。新居の二度目の訪中の際には、都達夫
は上海にはおらず、新居は郁達夫の兄、郁華(郁憂陀)に会うのみであった。そ
の後、 1936年 1月から 12月にかけて郁達夫が来日した際、両者は再会してい
る哨。翌年の慮溝橋事変により日中戦争に突入してから、二人の連絡は途絶え
たままだったが、 1940年、読売新聞社の企画が二人を結び付けることになる。
当事者の一人であった作家・小因縁夫の証言を以下に引用する。
昭和十五年のことだが、読売新聞が日本と中国の文学者同士の往復書簡を
掲載する案を立てた。武者小路実篤と周作人、新居格と都達夫、私と魯迅未
亡人許広平(私は「大魯迅全集Jの訳者の一人というだけでなく、昭和十二年
三月上海へ遊んださい彼女を訪ね、相識の間柄になっていた)、という具体案
がきまった。周作人は日本占領地域の北京にとどまっていた。許広平女史は
上海にとどまっていると思われた。郁達夫ははっきりしなかったが、読売新
聞社がシンガポールにいることを突き止めた・470
そして、読売新聞社から送られてきた新居の手紙を受け取った郁達夫は、返信
をそのまま読売新聞社に送らずに、応答を新居の手紙と共に自ら編集するシン
ガポールの華文紙『星州日報』副刊『展星~ (1940年6月1日、 3日)に「敵我
之間j と題して掲載した。
それによると、手紙を受け取った後、彼はどのようにすればよし、か思い悩ん
だ。これを無視すれば小国民の度量の狭さと笑われ、また応じて敵国の新聞に
文章を書けば、歪曲されて翻訳され、宣伝の材料にされたとしたらどうするべ
きか。このように考えて、部は新居の手紙の翻訳と共に返答を『展星』に掲載
(14 ) ????
することにするのだという。
訳載された新居の手紙の大意は以下のようなものであった。
…岡崎俊夫君の訳したあなたのすばらしし1小説「過去j を読み終えたばかり
で、あなたの思い出が脳裏に去来しています。あなたに上海の公園や外国公
墓を案内してもらったこと、あなたが安徽大学へ行って『源氏物語』を講ず
る予定だと語ってくれたこと等を覚えています。その後二度目に訪中した際、
お兄様の郁華氏に会い、あなたが上海に来ていて前日に杭州に帰ったばかり
だと聞かされました。私が上海に来たことを知ったなら残念がるだろう、と
も。でもその後東京でお目に掛かりお話しすることが出来ました。
戦争が起きました。あなたはどこにいるのですか。何をしているのですか。
いつもこのことを気にかけています。個人間の感情は両国間の不幸なことに
よって変わることはありません これはあなただけではなく私の知っている
中国の友人すべてに対して思っていることです。私は祈っています、両国間
の不幸が早く取り除かれ、以前と同様、いや以前よりももっと親密に芸術に
ついて語り合うことが出来る機会が持てるように。実のところ文学に従事す
る同志の間ではたいていの場合互いに理解し率直に語り合うことが出来るも
のです。「人間性Jは共通の問題なのですから。両国聞が根本的に平和に生ま
れ変わることが、冷たい人と人との関係を相互に信頼させる鍵となるでしょ
う。戦争は必要なく、政策も必要ありません。正直に言って私は二十世紀の
現状に懐疑を持っており、今は政治家の言論の時代だと感じています。これ
は人類の生活に何らかの欠陥が存在するからで、我々創造者はこのような欠
陥に対して創造を加えるという重責を放棄しではならないと思いますが、ど
うですか、郁君![日本語原文は未発表であるため中国語訳より要約した。]
これに対し都達夫の応答は手厳しいものであった。こちらも要約して紹介する。
敬愛する新居君、戦争中にあっても私のことを気にかけて頂きたいへん有
り難く思います。あなたのおっしゃるように国家と国家の聞に不幸があって
も個人間の友誼は変わることはありません。個人間の友誼だけでなく、民衆
と民衆の聞の同情も同様に存在していると信じます。例えば、日本の、戦争
に参加したために中国に来ることとなった友人たちはすでに重慶、桂林、昆
明などで我々の優待を受けています。彼らは自ら同盟を組織し、演劇募金活
動、難民負傷兵救済など我々と共に仕事をしています。彼らが日本語で演じ
た「三兄弟Jという芝居は我々同胞が見て涙を流したほどです。新居君!人
の情は世界中で同じものです。正義感、人道、良心は誰もが持っているもの
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です。王陽明先生の良知の説は今に至っても覆ることのない真理なのです。
日本国内の状況は私には分かります。政治や時局については言う必要はな
いし、たとえ言ったとしでもあなたは目にすることはないでしょう。ただ一
つだけ言いたいのは、中国の民衆は戦争によって大いに進歩したということ
です。彼らは団結、忍耐の必要、犠牲を惜しまない心を知りました。戦争は
この中国の土地で行われ、爆撃で死んでいるのは彼らの肉親なのですから。
日本の爆撃が彼らの国民観念を呼び覚ましたのです。
私自身も、土地や財産、老母、あなたのお会いになった兄、蔵書、妻を戦
争のために失いました。が、私はただ一つの信念だけは持っています。正義
が私のすべての損失を償ってくれるだろう、という信念を。
あなたのおっしゃる「二十世紀の現状に対する懐疑J、「我々創造者は本当
にこれらの欠陥を補わねばならなしリという言葉には全く同感です。現在中
国の創造者たちはそれぞれこの仕事をしています。中国の文芸は三年の聞に
三百年もの進歩を遂げました。中国の知識階級はみな真の創造者になりまし
た。もしあなたが中国の内地に来て観察することが出来れば、これが空言で
はないことがお分かりになるでしょう。
今回の戦争で中国の人心は大いに改良されました。中国の民衆も真の平和
と偽の平和を見分けることが出来ます。平和はきっといつの日か東半球にも
たらされるでしょうが、彼らは今は残念ながらまだその時ではないと感じて
いるのです。
新居君!私が先に書いたことは威嚇的な大言壮語だと思われますか。いい
え、これが自由中国の実情なのです。物事を観察するには、実情を見なけれ
ばなりません。偏った言葉を盲信してはならないのです。
私には日本にいる友人は本当に多く、四年前の訪日の際に皆様に歓待を受
けたことは、今もありありと心の中を旋回しています。お返事のついでに、
ここでそれらの友人たちの健康を祈りたいと思います。そして新居君、あな
たに対して申し上げますと、私は我々はきっと握手して歓談する日が来ると
思っています。その時には、あらゆる平和を阻害し戦争を策動する魔物は天
国に行くか地獄に堕ちるかしていることだと思います。その時、私たちは真
心で、真撃な気持ちで、芸術を語り、それによって世界の人類のあらゆる欠
陥について補う方法を考えましょう明。
郁達夫の言及した「三兄弟j とは、プロレタリア文学者鹿地亘が中国で捕虜と
なった日本人兵士を組織して結成した在華日本人民反戦同盟が上演した劇であ
る。新居の手紙は、文学者の責務を説いている点で先に引用した「戦争と文学
者」の論旨と共通し、当時の日本の時局にあってはこれが精いっぱいの発言で
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あったかも知れない。だが、それに対し都達夫は中国で反戦に立ち上がる日本
人や自らの受けた戦争被害、中国の現状を述べることで、実際には中国の現状
を視野に入れていない新居に対し、強烈な応答を返したのである。この手紙は、
結局読売新聞に掲載されることはなく、三組の往復書簡のうち掲載されたのは
武者小路と周作人のものだけであったという噌。鈴木正夫は新居と郁達夫の手
紙について、以下のように述べている。
この二通の書信から、両者の態度意識の相違がはっきりと看取される。新居
がおそらく軍国主義的色彩がし、やましに強くなった当時の社会情勢のしから
しめるところもあったろうが、個人的友誼、芸術の普遍性、芸術家の責務と
いった点のみを強調しているのに対し、達夫はあくまで国家、民族の立場に
立っており、前者が少なくとも表面的には加害者意識がほとんど見られない
のに、後者は当然のことながら何ゆえに戦わざるを得なし、かを完全に認識し
ている。新居は当時の中国通の一人であったはずで、彼にしてこういう手紙
を達夫に書き送り、何か色好い返事を期待していたとすれば、そこに「日本
国内の状況とあなたがたの呼吸している空気Jをすべてよく知っていたとい
う達夫の認識とは対照的な日本の文化人の状況認識の甘さ、相手の痛みに対
する不感症が現れていると言えようし、まさしく「敵我之間Jの埋めがたい
間隔を感じないわけにはし、かない明。
当時の時局を考えると新居に対して少し厳しい気もするが、おおむね妥当なコ
メントではないだろうか。新居は新居なりの時局への抵抗をしていたのかも知
れないが、郁達夫のおかれた立場や中国の実情を理解していなかったと言わざ
るを得ないだろうへ
以下では、当時の新居の中国に対する認識を考えるため、彼が中国について
論及している文章や座談会を見ることにしたい。
3-3 中国に関する発言
まずは、 1940年の在兆銘南京政府樹立を受けて聞かれた「新生支那」と題す
る座談会から見てみよう。
列席者は新居の他、作家の豊島与志雄、哲学者の谷川徹三、婦人運動家の市
川房枝である。豊島と谷川は訪中してきたばかりであり、作家張資平が涯政府
にいたという話も出てくる。魯迅を含む中国の作家・文化人、あるいは演劇な
どを話題にしながら座談会は進行するが、基本的には「こちら側j と重慶(蒋介
石)政権側を区別し、日本の国益が第一に考えられているのである。例えば、女
優の中には重慶から上海に戻っているものもいるという話を受け、次のような
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会話が交わされている。
新居 さうすると、君、あの曹高といふ人は、まァこっちの側みたいにな
ってゐる!?
谷川 さうぢゃないよ。まだ向うにゐる。曹再は劇作家だからね。上海へ
来ようとしてゐる。聞いたけれど、あれはそんなに抗日派ぢゃない。場合に
よれば・......・520
この部分に限らず、この座談会の新居の発言からは戦争に対する批判は感じら
れず、むしろ日本の国益に立って発言しているように見受けられる。
また、別の文章の中では、次のようにも発言している。
戦争の側面に平和(今事変の場合には東亜の平和)と愛(支那人民に対する)が
流れてゐるとき、われわれ文学者は戦争の固定観念でこれを見る必要はない。
といふことを換言すれば、文学者は独自に何の同様もなく没頭して居ればい
〉といふことである・530
日本の中国侵略を「平和Jr愛j と見なすこのような発言を見ると、早くから中
国に関心を持ち続けてきた新居もけして侵略に対して批判的なスタンスを維持
できた訳ではなく、時には自ら侵略を肯定していることは否定できない。戦争
期の新居の発言は、小松隆二や天野正子が指摘するように、生活者の視点から
戦時体制に対し一定の距離を持ち得たのは事実だが、その一方で「日本」を相
対化することができず、時に自らを軍部と同一の側に立たせたり、時流におも
ねたように見える発言をするなどしていたのである。
だが、その微妙なバランスをとり続ける必要は、やがてなくなる。新居は、 1943
年頃、筆を断って伊豆長岡に塾居することになったのである。徳島中学時代か
らの友人の情報局総裁・天羽英二の配慮、があったのだという明。
3-4 r支那在留日本人小学生綴方現地報告』
最後に一冊の本を紹介しておきたい。それは新居格編『支那在留日本人小学
生 綴方現地報告Jと題する本で、 1939年 10月に第一書房より出版されてい
る。同書は中国に住む一年生から六年生及び高等科の「日本人」小学生の作文
を収め、付録として巻尾に「満洲篇Jも収められている。収められた文章は、
中国で暮らす日本人児童が体験したことや日常を描いたものがほとんどで、中
には日本人の児童と中国人の交流を描いた、現在でも読むに耐えうる文章も含
まれる。だが、そのようなものの中にも、蒋介石は悪い人だというような記述
( 18) 
?? ?? ?
など、戦時教育の影響が見え隠れしているし、さらには直接中国の軍隊や一般
の中国人の素行について責めたり、日本軍の行動を賛美したりする文章も少な
くない。
ところで、執筆した「日本人J小学生の中には、朝鮮人と見られる児童の作
文もある。以下にその一部を引用するのは、「済南日本尋常小学校尋五劉貞
姫Jの作文である。
支那は広いところです。支那人の中には学校にし、かない子供がたくさんお
ります。私が北京にゐる時、となりの支那人の子供に、年をきいて見ると、
十五才です。学校は、何年生とお父さんがたづねると、まだ学校にはいって
ゐませんといったので、びっくりしました。[中略]お父さんが「どうして学
校にし、かないのか。Jときくと、お家がまづしいので十六才か十七才頃に、よ
そのお家にはたらきにいくといひました。その時私は、日本人と生れた幸福
がもったいないやうな、かんじがしました。その支那人は、日本人のやうな
かはいい顔つきでした。[後略1・55
この文章のみならず、朝鮮人とおぼしき児童のほとんどが、ことごとく日本人
であることの喜びゃ日本への愛国心を記している。川村湊は、植民地朝鮮で書
かれた小学生の作文に言及し、「朝鮮人の少年の作文は、表層の意味とは逆接す
る言葉によって作品を完成させている。Jと述べ、「植民地の子供たちは、綴り
方=作文の教室で、自分の見方、考え方、感じ方とは常に逆の形として日本語
の文章を書けば、それで高い得点、評価をもらえることを経験則的に知ったの
である。だからこそ、そこでは達者な日本語文と、不自然で、紋切り型の内容
とテーマが並列するのである・56Jと結論づけている。ここでも、同じことが言
えないだろうか。引用した文章など、どうしても落ち着きの悪い不自然さを感
じずに5齢、られないのである。
さて、新居格は、どのような理由でこの書を編んだのだろうか。それは明ら
かではないし、実際の作業に新居自身がどの程度携わったのかも不明である。
だが、巻頭に掲げられた編者(新居)による序文により、本書に関する新居の考
えを知ることができる。それによると、少年少女による戦線記録である本書は、
大人による現地報告とは異なった新しい示唆を与えてくれるところに価値があ
るという。「いってみれば、この綴方集は、国民全体が、戦争を知り、支那の真
の姿を知りうる「国民読本Jと称すべきもの吋7Jだというのだ。これは、新居
が戦前・戦中を通じて日本の文学者は中国を描き、中国の真の姿を知らしめる
べきだ、と繰り返し述べていたことと符合する。が、それと同時に、本書の内
容は、新居が「共栄Jに名を借りた侵略に時に同調してしまったこととも、暗
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に一致しているように思われる。
戦時下の新居格は、その特殊な時代を反映して、複雑な要素を平んでいる。
時流に批判的なスタンスを維持した、と断定したり、戦争に協力した、と断定
するのではなく、彼の時代状況の中での葛藤を読み取るべきではないだろうか。
4 まとめ
本稿では、新居格と中国の関わりを、その二度の中国旅行や日中戦争期の発
言などから確認してきた。中国との関わりを確認するだけでも、新居の多才さ
や多岐にわたる活動の一端を看取することができたので、はないだろうか。
最後に、このような新居と中国の関わりが包含する問題群を三つ指摘するこ
とで本稿の結びとしたい。
第一に、日中アナキスト交流史における位置づけである 0・玉川信明『中国の
黒い旗』明を代表とする、日本の中国アナキズム研究も、新居の立達学園にお
ける講演には触れていないが、日中アナキスト交流史を彩る一つのエピソード
といえるだろう。
第二に、日本人による「上海J(ないし中国)体験、「上海J(ないし中国)の叙
述における位置づけである。西洋と中国が相半ばするハイブリッドなこの都市
に多くの日本人文学者が引きつけられてきた。新居の最初の訪中の前年には横
光荊トーが訪中し、小説『上海』を書くことになるし、また吉行エイスケも三十
年代初めには上海や中国に関する小説やエッセイを多く発表することになる。
新居の最初の中国旅行は『近代生活』同人との旅行た、ったと先に述べたが、実
は新居らが帰国後にそれぞれ大連・北京(北平)・上海・ハルピンの旅行記を発
表した『近代生活』第一巻第九号には、北京(北平)を舞台とした小説「瞭l轍寺
附近(革命後の二人のそタeンガール)Jを寄稿した吉行が同誌へのデビューを飾
っているのである。吉行は新居らが訪中する前に訪中経験があるようであるが、
新居らの旅行が吉行の創作に刺激を与えた可能性も否定できないのではなかろ
うか。ともあれ、近年日本人文学者と上海というテーマは多くの人から関心を
持たれているテーマであり明、新居の描いた上海の享楽施設や風景、あるいは
小説「上海へ」等は注目されてしかるべきであろう。
第三に、ナショナリズム、特に戦時ナショナリズムと文学、アナキズム思想
や綴り方運動の関係である。戦時下にあっても時流を批判し続けたと考えられ
ていた新居の発言が、実際には複雑な様相を呈していることは先に確認したと
おりである。ここでは、『支那在留日本人小学生 綴方現地報告』について一言
補足しておきたい。同書の内容については先述の通りだが、同書の出版の背景
を考えるためには、「綴り方運動Jについて把握しておくことが必要だろう。近
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年の研究が明らかにしているのは、綴り方運動は戦前の興隆から戦時下の暗黒
期を経て戦後に復活するという、以前に語られてきたような図式のように進展
したのではなく、戦時中の戦争翼賛の綴り方も、以前からの生活綴り方運動の
帰結であり、それがさらに戦後に受け継がれていったのである明。このことは、
新居格自身の戦前、戦中、戦後の繋がりを考える上で示唆的ではないだろうか。
新居自身、戦中の一時期筆を折ったものの、中国を描くべきであるという以前
の主張の延長として『支那在留日本人小学生 綴方現地報告』を編んだのであ
り、戦前と戦中、戦後を切り離して考えることはできないのである。
本稿が、忘れ去られた知識人・新居格に再び光を当てることとなり、上記の
ような問題を考える上での糸口となれれば幸いである。
市I現行の版は中里子好夫補訳。また、実際の翻訳作業の大半は別人の手によるものであるこ
とは後述する。
ホ2 林俊『アンドレ・マルロオの「日本J~ (中央公論社、 1993年)、 67頁。
勺『近代生活』第一巻第六号(1929.9.1.)、 lう6頁。
叫「挑南の一夜J 、新居格『街の放物線~ (尖端社、 1931年)、 354頁。
吋新居格「旅の近代風景J(W近代生活』第一巻第七号(1929.10.1.)、前掲『街の放物線』
にも収める)から、神戸から出た船は、十四日夜に瀬戸内海を航行中だったことが分かる。
また、後に落ち合うことになる『近代生活』同人の作家・山田一夫とは神戸から同行して
いたことが分かり、おそらく山田も同じ香港丸に乗船して渡中したものと思われる(但し
同文が『街の放物線』に収められた際には山田は fYJ と表記されている)。
・6新居格「旅の近代風景J(前掲)。
.7 f支那・満洲座談会J堀口久万一・新居格・赤神良譲・中野江漢・佐藤惣之助・郡司次
郎正・加藤武雄、『文学時代』四巻二号(1932.2.)
旬新居格「挑南の一夜J(前掲)、 354""'366頁。ここまでは堀口、戸川も同行していたよ
うである。
旬新居格「踊り子リダJ 、『街の放物線~ (前掲)、 341頁。ハルピンでは、加藤武雄および
ナップの漫画家・柳瀬正夢と行動をともにしたようである(無署名「ジェネラル・加藤武
雄J、『近代生活』第二巻第一号(1930.1.1.))。
事10山田一夫「北京J、『近代生活』第一巻第九号(1929.12.1.)、 35""'37頁。
.11 新居格「鳩笛J 、『街の放物線~ (前掲)、 367""'369頁。
事12新居格「上海の散瞥」、『犯罪科学』第二巻第十号(1931.10.)、154頁。
ホ13注 1に閉じ。
・14新居格「上海交会線J、『文学時代』第三巻第七号(193l.7.)、130""'131頁。
.15新居格「銀ブラ上海J、『中央公論』四十四年十一号(1929.11.)、 198頁。
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市16 注 1に閉じ。なお、内山書!苫で紹介された左いう程祥栄という人物については不明
だが、新居が 1934年に再度訪中した際には、すでに上海にはおらず、「南京政府に節を屈
したJと言われていたようである(新居格「上海一香港一広東J、聞人会編『世界を描く一
一随筆五十人集~ (立命館出版部、 1935年))。
*17 新居格「上海の散瞥J(前掲)、 159頁。なお、衛恵林、呉克岡IJはともにアナキストと
して知られている。
ホ18 なお、新居はこの訪中以前にも、東京で中国人アナキストと接点があったようである。
張景の以下の証言を参照。「一九二四、五年の問、東京には多くの中国人留学生が新たに
やって来た。[中略]私と沈[仲九]君らは、[中略]辻潤、[中略]秋田雨雀、社会評論家の新
居格、[中略]石川三四郎らといつも往き来して、あつい友誼を結んだ。J張景「アナキズ
ム活動断片J嵯峨他編訳『中国アナキズム運動の回想』総和社、 1992年、 453頁。
申19郁達夫「断篇日記五」、『郁達夫全集(第十二巻u漸江文芸出版社、 1992年、 285頁。
以下にその日の日記を訳載する。
二十一日(旧暦八月十九)、土曜日、快晴。
午前、本を二千字分翻訳し、半分を訳し終えた。午後出かけたところ、日本の近代
生活社の新居格と山田一夫氏に出会ったので、かれらに付き添って午後ずっと遊びに
行った。近代生活社は東京市牛込区南榎町七十一号にある。安慶についたら彼らに手
紙を書かなければならない。
新居格は東京市外高円寺に在住である。
*20新居格「上海の散瞥J(前掲)、 155頁。
勺1 新居格「上海の小集その他J、『近代生活』一巻八号(1929.1l.l.)、力頁。詳細は拙稿
f[資料紹介]新居格「上海の小集その他JJ、『中国文芸研究会会報』第 250期記念号
(2002.9.29.)、49'" 50頁参照。なお、拙稿に一言補足するならば、列席者の竹屋治三郎は
升屋治三郎(支那劇研究会の同人で後に竹内良男、塚本助太郎と共に『京劇手帖~ (三一書
房、 1956)を著した)の誤植と解することは妥当ではないように思われる。升屋治三郎は、
すでに本名「菅原英次郎Jとして列席者のリストに加えられている。新居は上海滞在中菅
カニドローム
原にドッグレース場「逸 圃」等の案内をされるなどの世話にもなっており、同一人
物を重複して記すとは考えにくい。ここからは推測だが、「升屋治三郎」の筆名は、長唄
の宗家である「杵屋Jの「杵屋喜三郎J等をもじったものであり、これと同様に支那劇研
究会の同人の誰かが、「升」と同様「杵Jに字形が似た「竹Jを使って「竹屋治三郎Jを
名乗ったのではなかろうか。
*22新居格「上海の小集その他J(前掲)。
*23 r訳者序」、アンドレ・マロウ著・新居格献『熱風一一革命支那の小説J(先進社、 1930
(22) ? ー? ?
年)0 
・24新居格「昭和五年の文芸動向ーーーその傾向、その予測、並に希望」、『近代生活』第二
巻第一号(1930.1.1.)参照。また、新居の『征服者』評価及びその翻訳『熱風』については、
林俊『アンドレ・マルロオの「日本J~ (前掲)に詳しい。
*25新居格「パアル・パック夫人JW伝記~ 1935年 1月号、 181頁。
*26新居格「上海の印象JW 日本評論~ 1937年 10号、 365頁。
勺7 ここまでの行程は主に新居格「上海一南京一上海JW文芸』第二巻第七号(1934.7.)に
よる。
*28この会食について、上海『大晩報』に記載があることは後述する。
勺9以上の行程は主に新居格「上海一香港一広東J(前掲)による。
勺0魯迅の日記にも記載が見える他、以下の新居の記述を参照。
[前略]わたしはその晩[五月三十日]初めて魯迅氏に逢ったのではない。わたしは内山
著書庖の好意でその家に客となってゐた。そこから程遠からぬところに住み内山氏とは特
に懇意だった魯迅氏はよく内山書眉に現れたものである。
五月二十三日の午後内山書居の届先で逢ってかなり長くわたし遣は話し合った。彼の
言葉は重厚な調子で感じがよかった。東北枕に似たものもあるかに感じたのは彼が仙台
の医学専門学校に居たからかも知れない。彼の風貌は確りしたものを表示してゐた。眉
は濃く眼光は撞くはないが威があった。彼は無造作で質素であった。それが彼をして一
層好ましいものに仕立て、ゐるやうだった。[中略]魯迅氏も曾ては大学教授であった。
しかしわたしの逢ったころは専ら著作の人であり、しかも蒋政府から脱まれてゐたらし
かった。そのころの彼は始終住居を変へる必要があったといふことでもあった。原稿も
魯迅の筆名を使つては書かなかったさうだ。上海の新聞雑誌に魯迅の名があまり現れな
いので、彼は殆ど仕事をしてゐないやうだと云ってゐたものもあったが、仕事をしない
どころか大に筆を執ってゐたのである。たで魯迅と云ふ筆名を用ゐなかっただけだ。そ
の新たな筆名もどうやら魯迅らしいと嘆ぎつけられるころは更に新しい別の筆名を用ゐ、
この数ざっと数十に及んだといふことであるから彼の迫害に対する身の処し方の程度が
察せられるではないか。
わたしは内山書底の唐先で彼と対座して話した。飯を喰ふために何でもするものを罵
ってゐた[0]吃飯的法子と言ふのださうである。彼は流壌の政治と文学とを攻撃した。
政治家にも大学教授の中にも文学者の中にも、流壌の徒輩の多いことを慨していた。流
壌は流民であり無頼漢であり、ルムベンであり壮士であり、三百代言と云った特.，主を綜
合した意味だが政治、文化の畠でこれを云へば一定の主義信条なく、吃飯的法子のため
に悪く転向する連中のことを指称するものらしかった。そんな風に憤慨する魯迅氏は主
義と信念の下に操守を堅く持して迫害に屈しなかったのである。魯迅の偉大はそこにも
《?? ? (23) 
ある。
わたしは大体人に揮竜を依頼するやうなことのない男だが、魯迅氏にだけは頼みたく
なった。彼も快く諾して自作の七絶を書いて届けてくれた。わたしのもつ唯一と云って
いい懸軸は彼のそれだけだから年中わたしの居室の床の間にはそれが掛かつてゐるので
ある。それはまことにい、詩だとも思ひ魯迅のものらしい作だとわたしは考へてゐる。
その外に彼はわたしの子供に本をくれた。「引玉集」がそれである。そんな訳でわた
しは内山書屈で何度か彼に逢ひ、親しく交際したのであった。(r魯迅の印象j、新居格
『心のひジきJI(道統社、 1942年)、 242・244頁)
なお、新居が魯迅に贈られた七絶とは、有名な「声なき処にて驚雷を聴く」という句を含
むものであり、毛沢東が言及したこともあり人口に檎突している。文化大革命終結後に現
れた「傷痕文学Jの代表作として知られる宗福先「於無声処J(声なきところにて)の題名
もこの詩から取られている。
勺1:新居格『街の放物線』尖端社、 1931年所収。
ホ32新居格「上海へJ~文芸JI 1935年3月号、 93・94頁。
*33 r蓮の実J、新居格『生活の窓ひらく JI(第一書房、 1936年)、 334頁。
勺4 ~魯迅全集(第十二巻)J1 (人民文学出版社、 1981年)、 592頁。
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事36 顧偉良「書簡の中の“戦争"と守口平"一一新居格・郁達夫往復書簡をめぐってJ
( ~弘前学院大学文学部紀要』第 37 号、 2001 年)が新居が「中国文学研究会発起人J にな
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号(1935.4.)には、夫逝した台湾出身の作家・翁|需の「東京郊外浪人街一一高円寺界隈Jが
掲載されているが、そこには高円寺の街でよく出会う名士として新居が紹介され、似顔絵
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3頁。
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生活を刻みとめた人々JI(光生館、 1982年)、 241-260頁。
(24) - 25ー
市43 天野正子wr生活者J とはだれか一一自律的市民像の系譜~ (中央公論社(中公新書)、 1996
年)、 40・55頁。
ホ44 r壷中語」、新居格『野雀は語る~ (前掲)24・25頁。
事45新居格「戦争と文学者JW早稲田文学J昭和 12年 1月号、 136頁。
叫6 伊藤・稲葉・鈴木編『郁達夫資料補篇(上)~ (東洋学文献センター叢刊第 18輯、東京
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市48以上は「敵我之間JW郁達夫全集(第八巻U(斯江文芸出版社、 1992年)、 218・224頁に
よる。
ホ49 小田搬夫『郁達夫惇~ (前掲)、 199頁。
吋O 鈴木正夫『郁達夫一一悲劇の時代作家~ (研文出版、 1994年)、 164頁。
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